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（税別）
測定範囲

検出 測定対象

対象 血清 EDTA-血漿 尿 培養上清

27795
Human ANGPTL8 Assay Kit -
IBL

96 well ¥120,000
0.61 ～ 80 

pmol/L
Human ○ ○ 〇

P value (Log ANGPTL8）

年齢

>53 0.038

44-53 0.036

性別 0.027

喫煙 0.306

飲酒 0.076

肥満 <.001

糖代謝異常 <.001

高血圧 0.653

脂質代謝異常 <.001

高尿酸血症 0.09

肝機能異常 0.146

CKD 0.343

貧血 0.85

循環器異常 0.596

炎症 0.512

（図左）
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名の血中ANGPTL8 濃度の頻度

分布

（図右）

同 Studyで変動因子との関連を

解析した結果

（出典・引用 下記 文献１）
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AngiopoietinAngiopoietinAngiopoietinAngiopoietin----like protein 8 like protein 8 like protein 8 like protein 8 (ANGPTL8(ANGPTL8(ANGPTL8(ANGPTL8) ) ) ) はははは、主に、主に、主に、主に肝臓と脂肪組織から分泌される肝臓と脂肪組織から分泌される肝臓と脂肪組織から分泌される肝臓と脂肪組織から分泌される198198198198アミノ酸のタンパクアミノ酸のタンパクアミノ酸のタンパクアミノ酸のタンパクです。です。です。です。
BetatrophinBetatrophinBetatrophinBetatrophinややややLipasinLipasinLipasinLipasin、、、、refeeding induced fat and liver (RIFL)refeeding induced fat and liver (RIFL)refeeding induced fat and liver (RIFL)refeeding induced fat and liver (RIFL)、、、、TD26TD26TD26TD26などの名前でも知られています。などの名前でも知られています。などの名前でも知られています。などの名前でも知られています。ANGPTLANGPTLANGPTLANGPTLファファファファ
ミリーに共通のミリーに共通のミリーに共通のミリーに共通のCCCC末端フィブリノゲン様ドメインを持たないものの、末端フィブリノゲン様ドメインを持たないものの、末端フィブリノゲン様ドメインを持たないものの、末端フィブリノゲン様ドメインを持たないものの、ANGPTL3ANGPTL3ANGPTL3ANGPTL3、、、、ANGPTL4ANGPTL4ANGPTL4ANGPTL4ののののNNNN末端ドメインとの相同末端ドメインとの相同末端ドメインとの相同末端ドメインとの相同
性が高く性が高く性が高く性が高く、異形の、異形の、異形の、異形のANGPTLANGPTLANGPTLANGPTLファミリーとして分類されていますファミリーとして分類されていますファミリーとして分類されていますファミリーとして分類されています。。。。

ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8欠損マウス欠損マウス欠損マウス欠損マウスでは、では、では、では、給餌後の中性脂肪が野生型と比較して低くなる給餌後の中性脂肪が野生型と比較して低くなる給餌後の中性脂肪が野生型と比較して低くなる給餌後の中性脂肪が野生型と比較して低くなる一方、一方、一方、一方、ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8を過剰発現させると、を過剰発現させると、を過剰発現させると、を過剰発現させると、
ANGPTL3ANGPTL3ANGPTL3ANGPTL3の存在下においてのみ血漿中の中性脂肪を増加させることが報告されています。の存在下においてのみ血漿中の中性脂肪を増加させることが報告されています。の存在下においてのみ血漿中の中性脂肪を増加させることが報告されています。の存在下においてのみ血漿中の中性脂肪を増加させることが報告されています。ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8はははは
ANGPTL3ANGPTL3ANGPTL3ANGPTL3の活性化を介しての活性化を介しての活性化を介しての活性化を介してLPLLPLLPLLPL活性を阻害するリポ蛋白調節因子活性を阻害するリポ蛋白調節因子活性を阻害するリポ蛋白調節因子活性を阻害するリポ蛋白調節因子であることから、であることから、であることから、であることから、高脂血症改善薬の標的高脂血症改善薬の標的高脂血症改善薬の標的高脂血症改善薬の標的分子分子分子分子
あるいはあるいはあるいはあるいは代謝疾患の代謝疾患の代謝疾患の代謝疾患のバイオマーカーバイオマーカーバイオマーカーバイオマーカー（文献（文献（文献（文献1)1)1)1)ととととして期待されていますして期待されていますして期待されていますして期待されています。。。。

本本本本ELISAELISAELISAELISAキットはキットはキットはキットは、、、、ヒトヒトヒトヒト検体検体検体検体のののの全長全長全長全長ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8ANGPTL8を測定するを測定するを測定するを測定することができますことができますことができますことができます。。。。
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